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校訓 正しく 強く 明るい子 紀の川市立中貴志小学校 文責 椿本

防災意見発表会 8月22日(金)

防火・防災について自分の考えをまとめ、発表を行う「子ど
も防災博士意見発表会が打田生涯学習センターで開催されまし
た。本校からは6Ａの梅本柚菜さんが代表として発表してくれ
ました。事前の練習を重ね当日を迎え、緊張感の漂う中堂々と
自分の意見を発表してくれていました。

全国学力学習状況調査（質問紙調査から）
・学校へ行くのが楽しいと回答した児童は県・全国平均を若干下回っていました。今年
の学校目標のサブテーマとして、児童も先生も中貴志小学校を好きになるを設定してい
ます。２学期は運動会など大きな行事が入ってきます。行事を通して、みんなが活躍で
きる場面が多く持つことができるといいですね。
・朝食を毎日食べていると回答した人は県・全国平均を下回っていました。起床時間が
いつも同じくらいと回答した人が県・全国平均よりも多かったです。朝食は１日のエネ
ルギーを蓄える機会になります。時間に余裕を持ってしっかりと朝ご飯を食べて登校し
て下さい。
・家庭で学習している時間（平日 塾も含む）は３時間以上１５．７％、
２～３時間2３．５％、１～２時間２９．４％、１時間未満２３．５％、
全くしない３．９％でした。塾などで学習するだけでなく、家で自分で
学習する時間も確保してください。自分のために使える時間を有効に活
用し、ゲームやＳＮＳの時間に多くの時間を使うのではなく、自分で計
画を立て、自主勉強を進めたり、苦手分野の学習に取り組みましょう。

９月の主な行事
９月 １日（月）登校指導 身体測定(３．４年生)
９月 ２日（火）ＡＬＴ 身体測定(５．６年生)
９月 ３日（水）生き物調査(４年生) 身体測定(１．２年生)
９月 ４日（木）視力検査(３．４年生)
９月 ５日（金）視力検査(１．２年生)
９月 ８日（月）町たんけん(２年生) 視力検査(５．６年生) ＡＬＴ
９月 ９日（火）不審者避難訓練
９月１０日（水）リーディングバディ４Ａ→１年生
９月１１日（木）５．６年生プログラミング授業
９月１２日（金）就学時健康診断 キッズサポート（２．５年生）
９月１６日（火）登校指導 保幼こ小公開授業
９月１７日（水）青洲の里見学（４年生）
９月１８日（木）ＡＬＴ（低学年）
９月１９日（金）クラブ マツゲン見学（３年生）
９月２２日（月）集金袋配布 町たんけん（２年生） ＡＬＴ
９月２４日（水）リーディングバディ４Ｂ→１年 運動会練習スタート
９月２５日（木）道徳科校内研修
９月２６日（金）ＡＬＴ
９月３０日（火）歯科検診（１．３．５年生）

２学期がスタートしました・・・

夏休みが終わりました。皆さんどうでしたか？長かったですか、それとも短かったです

か？この夏休み中で、どんな出来事があったでしょうか。みんなそれぞれ多くの体験をし、

成長したのではないでしょうか。２学期がスタートする機会に改めて考えてもらいたいこ

とがあります。

それは、みんなから応援される人になるにはどうしたらいいか考え、学校生活を送って

もらいたいということです。それは、「なりたい自分」を目指すだけでなく、「ありたい自

分」を目指してもらいたいということです。多くの人は、「なりたい自分」を目指してい

るのではないでしょうか。ただ「なりたい自分」を目指すだけでは本当の成長・成功には

つながりません。「ありたい自分」とは、つまり人間的な成長・成功でありそこを目指し

てもらいたいのです。ただ、人間的な成功（ありたい自分）というのは、ゴールはなく、

自分のためだけに達成するものではありません。「誰かのために」という言葉がついてこ

そ得られるものです。それは、これからのみなさん自身の生活を豊かにするものであり、

自分自身を成長させる大きな力になるからです。

皆さんには、一度そのあたりのことを考えて毎日の自分の生活を見つめ直してもらいた

いと思います。ただ、「ありたい自分」を目指すというのは答えはあってないようなもの

です。答えは自分自身で見つけ出していくものであり、創りだしていくものだからです

「１＋１＝２」のように簡単に答えが出やすいものではありません。「1+1＝3とか4」

という答えになることもあるかもしれません。いつも言っていますが、これから皆さんが

生きていく社会は、答えのない問題や課題に対応し、自分で答えを見つけ出していくこと

が求められます。皆さんが生きていく時代はそんな時代です。何が正しいか、自分の目で

見て判断して行動する。それができない人はこれからの社会では対応していくことはでき

ません。厳しい言い方ですが、これが、これからの時代を生きていく上で最も求められて

いる必要な力です。そのためには、物事を一つの方向からだけで見て判断するのではなく、

別の角度や見方をして、深く考え、自分自身の考えを持っていく。そ

れができる人がこれからの社会では求められていくでしょう。そのた

めには自分の応援してくれる人をどれだけ多く作っていくか。応援し

てもらえる人になるにはどうすればいいのか。自分の生き方、過ごし

方について考えてみて欲しいと思います。


